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研究成果の概要（和文）：ブラジルの南パンタナールを研究対象に，住民が世代を越えて継承し

てきた湿地管理のワイズユース (wise use，賢明な利用)を発掘し，その有効性を検証した。パ

ンタナールでは，雨季にアロンバード（自然堤防の破堤部）から内陸部へと水を引き込み，水

位が低下する乾季にはアロンバードを閉鎖して浸水域を消失させることで，木本種の侵入によ

る草地の森林化に向かう植物遷移を抑制し，良質な天然草地の維持・形成を実現してきたこと

が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：The wise use of wetland’s management which has been transmitted 
from generation to generation by local residents was turned up, and its availability was 
verified scientifically. In South Pantanal of Brazil, people had poured water from 
arrombado (natural levee crevasse) into inland farms during the rainy season, and had 
closed arrombado to drain the land in the dry season when river is down, to prevent the 
plant succession from grassland to forest caused by invading arboreous plants. These wise 
uses of wetland’s management remain the cornerstone for the maintenance and the creation 
of quality natural grassland. 
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１．研究開始当初の背景 

ブラジル・パンタナールは，世界最大級の
熱帯低層湿原である。ここは生物多様性の宝
庫としても世界的に認知されており，その一
部は 1993 年にラムサール条約，2000 年にユ
ネスコの世界遺産（自然遺産）に登録されて
いる。しかし，近年の急速な農業・観光開発
にともない，本地域の豊かな自然環境や生物

多様性をその根底で支えてきた湿地生態系
や地域社会の大規模な破壊が顕在化してい
る。 
こうした中で，ブラジル政府は国家的最重

要課題の解決を図る多年度投資計画の「アバ
ンサ・ブラジル(Avança Brasil)」（2000～2003
年）において，その具体的な戦略プログラム
の一つに「パンタナール計画」を加え，米州
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開発銀行(IDB)や国際協力銀行(JBIC)の融資
を受けながら，持続可能な開発の実現に向け
て活動を活発化させてきた。しかし，山積す
る深刻な諸問題に対して，実効性ある対応策
を打ち出せないのが実情である。 
そもそもパンタナールでは，河川が創り出

す多様なビオトープを巧みに利用した牧畜
業や漁業が住民の主要な生業であり，伝統的
な湿地管理システムに基づく環境資源の賢
明な利用(ワイズユース, wise use)により，
持続可能な内発的発展が模索・維持されてき
たといえる。 

しかし，とりわけ 1990 年代以降，（1）外
部社会が主導する環境保全策の一方的な導
入，（2）従前のマスツーリズムと大差がない
無計画なエコツーリズムの浸透，（3）湿地に
流入する諸河川の水源域における大規模な
農地開発など，パンタナールの伝統的な地域
社会や文化を等閑視した諸施策の一方的な
実施により，住民らが培ってきた伝統的な湿
地管理システムが失われ，熱帯湿原の脆弱な
自然環境と地域社会・文化がともに崩壊の危
機に瀕しているのである。 
このような自然資源の劣化と地域社会・文

化の崩壊を食い止めるためには，これまで軽
視されてきたパンタナールの伝統的な湿地
管理システムやワイズユースを科学的に再
評価し，それに立脚した湿原の包括的な環境
保全策を，現代の経済・社会システムの中で
再構築する試みが不可欠であると考える。ま
た，永続的な環境資源利用を実現するうえで
必要な住民主導の内発的発展を促すために
は，再評価された伝統的な湿地管理システム
や新たな環境保全の手法を，住民（とくに次
世代を担う子どもたち）や外部社会に向けて
発信し，それを活用した環境教育や職能教育
を継続的に広く展開していく必要がある。 
このような立場から，申請者らは現地の大

学研究者らと連携しつつ，これまで研究の空
白地帯となってきたマットグロッソドスル
州の南パンタナールを対象に，地域住民によ
る伝統的な湿地管理システムの発掘や，パン
タナール内外での急速な土地開発が本地域
の湿地生態系や地域社会・文化に及ぼす影響
を，実証的かつ継続的に究明することを企図
した。 
 
２．研究の目的 
本研究は，地域住民が世代を越えて継承し

てきた熱帯湿原の伝統的なワイズユースを，
南パンタナールの具体的な地域に即して多
角的に発掘し，それらを科学的に再評価する
作業を通じて，持続可能な環境資源利用や包
括的な環境保全の方策を，現在の経済・社会
システムの中に再構築することを目的とし
た。また，その成果の社会的還元を通じて，
本研究がパンタナールの内発的発展を推進

する一助となることを目指した。具体的には，
メンバー全員が以下の諸課題に一致協力し
て取り組んだ。 

（１）伝統的湿地管理システムの再評価 
パンタナールで培われてきた伝統的な湿

地の管理・保全方法や環境資源のワイズユー
スを，おもに事例農場(Fazenda)での草地管
理やウシの放牧システム，牧畜文化，日常生
活における多様な植物利用などに着目して
発掘し，その有効性を評価する。 
（２）環境保全活動・政策の影響評価 
これまで外部社会が一方的に主導してき

た近年の環境保全活動や政策を検証し，それ
が湿地生態系や地域社会・文化に及ぼした影
響を分析する。そのうえで，さまざまな問題
点を踏まえつつ，新たな環境保全策の提案を
試みる。具体的には，現在パンタナールで最
も広大かつ深刻な自然・社会・文化破壊を引
き起こしているアロンバード(Arrombado，雨
季の洪水により決壊した自然堤防の亀裂)の
周年開放規制が，パンタナールの湿地生態系
や地域社会に及ぼす影響を実証的に解明す
る。 
【注：伝統的な湿地管理システムでは，雨季
に破壊された自然堤防の亀裂は，乾季に住民
の手で修復されて水の流出が止められ，天然
草地の育成が図られてきた。ところが，人の
手が加わらない湿地生態系を取り戻す目的
で，1994 年頃より法令でアロンバードの修復
が禁止されたため，水が一年中そこから外部
へと流出して，その下流域には数十万 ha と
いう広大な森林や牧場の水没地が出現して
いる。その結果，季節的な河川の氾濫と住民
の叡智により守られてきたパンタナールの
多様なビオトープが急速に破壊されてい
る。】 
（３）エコツーリズムやセラード農業開発

の影響評価 
エコツーリズムの急速な発展がもたらし

た地域社会・経済への影響を分析し，伝統的
な農漁村においてエコツーリズムを持続的
に発展させるための条件や課題を検討する。
また，パンタナールに流入する諸河川の上流
域で急速に進展したダイズやサトウキビ生
産を目的とする大規模な農地開発の湿地生
態系への影響を，流域主義の立場から多角的
に分析する。 
 
３．研究の方法 
本研究では，ブラジル国マットグロッソド

スル州の南パンタナールを対象に，自然環境
（おもに水質や植生）の動態解析，土地利用
や景観調査，農場経営や環境政策に関する聞
き取り調査などを通じて，所期の研究課題に
取り組んだ。研究目的ごとに，その具体的な
調査対象地域を明示すると，次のようである。 
（１）の伝統的湿地管理システムの再評価



 

 

と，（２）の環境保全活動や政策の影響評価
については，おもにアロンバードの管理を巡
り，タクアリ川左岸のニェコランディア地区
と，右岸のパイアグアス地区を調査対象に，
2 年間をかけて集中的に現地調査を実施した。
また，（３）のエコツーリズムやセラード農
業開発の影響評価に関しては，これまでの研
究の空白地帯となっているネグロ川上流域
を主要な対象地域に選定してフィールドワ
ークを行った。 
 
４．研究成果 
 本研究により以下の諸点が明らかになっ
た。 
(１) タクアリ川の水位変動は，年間約６

～７ｍにも達する。雨季には豪雨などで水位
が急激に上昇し，あちこちで自然堤防が破堤
して外水洪水が起きる。こうした雨季の増水
にともない自然の営力により形成された破
堤部（河川水の流出口）を，本地域ではアロ
ンバードとかボッカ・ド・リオ（または単に
ボッカ）と呼んでいる。一般に，アロンバー
ドの形成は増水による破堤という自然現象
の帰結として認識されてきたが，現地調査か
らは，その背後にパンタナールの住民たちに
よる人為的所作が深く関わっており，いわば
自然の営力を利用しつつ人為的に形成され
たものと捉えられることがわかった。 
すなわち，天然草地に依存した粗放的な牧

畜経営を生業とするパンタナールでは，良質
な天然草地をいかに広範に確保できるかが
重要な経営課題である。そのため，牧場主た
ちは増水する雨季にはアロンバードから内
陸部へと水を引き込み，水位が下がる乾季に
はアロンバードを閉鎖して浸水域を消失・乾
燥化させることで，木本種の侵入による草地
の森林化に向かう植物遷移を抑制し，良質な
天然草地の維持・形成を促してきた。また，
1970～1980 年代には，ワニ狩りをおもな目的
とする野生動物の密猟者たちも，このアロン
バードの形成に深く関与してきたという。 
 
(２)パンタナールに流入する諸河川の上

流域に当たるブラジル高原では，1970 年代後
半より国家プロジェクトとしてセラード農
業開発が始まり，1980 年代を中心に大規模か
つ急速な農地開発が進められた。折しも，
1980 年代は多雨年が続き，造成された広大な
農地からは大量の土壌がパンタナール湿原
へと流出し，深刻な土砂堆積（河床高の上昇）
と河道の不安定化が問題となった。さらに，
農地に大量投与される農薬や化学肥料など
の降雨流出にともなう水質汚染なども問題
視されるようになった。 
 
(３)地域住民が長く継承してきたアロン

バードの管理を巡る湿地管理のワイズユー

スは，環境保護の名の下に 1990 年代前半に
一方的に施行された法規制により，その継承
が不可能となった。すなわち，天然草地を維
持するために住民が乾季に実施していたア
ロンバードの閉鎖は禁止され，一度開いたア
ロンバードは周年開放の状態となった。その
結果，本流から恒常的に流出する河川水で，
内陸部の豊かな天然草地は巨大な浸水域に
姿を変え，水没や地下水位の上昇による植生
の枯死・荒廃が顕在化していることが，サン
ルイズ・サクラメント両事例農場での 160 ヵ
所におよぶ林分調査から明らかになった。図
1 は，タクアリ川最大のアロンバードである
カロナルの形成前(1987 年)と形成後(1997
年)の衛星画像である。形成後には本流の周
辺に広大な浸水域が出現し，本流の水量が大
幅に減尐した様子が見てとれる。 

 

図 1 アロンバード･ド･カロナル形成前後の 

ランドサット TM 画像 

 
(４)図 2 は，現在開いたままになっている

主要なアロンバードと，そこからの河川水の
恒常的な流出により浸水したおもなコロニ
ア（小農などの入植地）やファゼンダ(大農
場)の分布を示している。浸水地の急速な拡
大により天然草地が激減したファゼンダな
どでは，ウシの飼育規模の縮小を余儀なくさ
れ，農場経営は壊滅的な被害を被っている。 

 

図 2 アロンバードの分布と浸水コロニア 



 

 

実 地 調 査 を 行 っ た サ ン ル イ ズ 農 場
（7,300ha）ではその 6 割，サクラメント農
場(24,000ha)ではその 7割がすでに水没して，
牧畜経営は壊滅状態にあった。また，とくに
資本力が乏しい小農場主や農業労働者たち
は完全に生活基盤を失い，仕事を求めて近隣
のコルンバ市などに流出してそこにスラム
を形成し，深刻な社会問題を誘発している。
タクアリ川流域では，11,000Km2の恒常的浸水
地が形成された結果，小農場 100 ヵ所と大牧
場 20 ヵ所が放棄されたとの報告もある。 
 
 (５) 住民の伝統的生態知(traditional 
ecological knowledge)に真摯に耳を傾けず，
現地での環境アセスメントも不十分なまま，
科 学 的 生 態 知 (scientific ecological 
knowledge)を盲信した施策が外部の人々に
より一方的に実施された結果，もはや取り返
しがつかないほど大規模な植生荒廃や住民
生活の崩壊，伝統的な河川文化・交通の衰退
などの問題が現出している。図 3は，現地調
査により確認された，アロンバードの周年開
放が引き起こした諸問題をまとめたもので
ある。 

 

図 3 アロンバードの周年開放が引き起こした 

諸問題 

 
 (６) 図 4 は，アロンバードの管理を巡る
住民対立の構図である。この問題は，表向き
パンタナールを舞台とした漁民 VS 牧畜民の
対立図式をとっているが，実際には主要な原
因創出の場である上流域（ブラジル高原）の
農民 VS 下流域（パンタナール）の漁民・牧
畜民の対立，あるいはパンタナールで生きて
きた地域住民 VS パンタナールを長く等閑視
してきた外部者の対立とも捉えられる。  
 住民にとって，乾季におけるアロンバード
の閉鎖は，人間を含めた多様な生物がこの地
で共棲していくために先祖代々受け継がれ
てきた，いわば湿地管理の伝統的生態知であ
り，パンタナールの多様な生態系を創成・維
持するうえで必要不可欠なワイズユースで
もある。そして，外部の人間が守ろうとする， 

 

図 4 アロンバード管理を巡る住民対立構図 

 
生物多様性の宝庫としての豊穣な自然とは，
実は住民が手を加えない放置されたままの
自然ではなく，住民が長年にわたり湿地に手
を加え管理し守り続けてきた，いわば人為的
な自然であることを再認識しなければなら
ない。 
 
 (７)南パンタナールの観光業は、観光地化
の程度から核心地域（エストラーダパルケ），
周辺地域（ニェコランディア），外縁地域（パ
イアグアス）の 3地域に区分できる。事例調
査では，核心地域における外部出身者による
投機的な経営やエコツアーガイドの質の劣
化，観光の大衆化にともなう客層の変化など，
世界遺産を擁する他の観光地にも共通の問
題点を確認することができた。また，河川水
位の上昇や浸水にともなう畜産業から観光
業への転業，牧夫による観光ガイドの副業，
核心・外縁地域間の地域格差の拡大など，パ
ンタナールに特有の問題点も検出された。今
後，内発的で持続的な観光業の発展を実現す
るためには，湿原内外の観光資源を有効に活
用しながら，それぞれの地域性を十分考慮に
入れた一体的な計画が必要である。 
 
 (８)これまでの研究成果を取りまとめ，
『パンタナール－熱帯大湿原の豊穣と脆弱
－』と題する研究書を海青社より上梓する準
備を整えた。なお，この本の出版に際しては，
2010 年度社団法人日本地理学会出版助成に
申請し，審査の結果，採択されて交付証を受
理した。 
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